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144 第 8 章 ロボット作り上達のために

とソフトウェア担当 (プログラミング) に分かれて作業することが多いと思い

ます．133) このとき，同じ作業ばかりしているとロボット作りの経験が偏っ133) グループの人数が多
い場合には，A 案担当と
B 案担当に分かれて並行
して作業を進めていく (最
終的によい結果のほうを
採用する) といった分担
方法もあります．

てしまい，個々の上達につながりません．役割を分担する際には，メンバー

の作業内容が偏らないように，役割を定期的に交代しましょう．134)

134)

役割はこまめに交代しま
しょう

コラム 10：ロボット作りの上級者はここが違う

　ロボット作りの上級者はどのような点がすぐれているのでしょうか？
　この点を調べるために，ロボットコンテストで入賞経験のある上級者を対象とした実験を行いました．実
験課題は，LEGO Mindstorms(Mindstorms RIS)を使っておもしろい移動方法のロボットを作ることで
す (制限時間は 4時間)．上級者の作成プロセスをビデオで撮影して詳しく調べた結果，以下の特徴が明ら
かになりました．

特徴 1：材料や時間を確認する
　上級者は計画をたてる前に，どのパーツがいくつあるのかを確認していました．また，考えた計画を実
行するにはどれくらいの時間が必要かを計算していました (どんなにおもしろいアイディアでも，パーツ
の数や時間が足りなければ実現できないですものね)．

特徴 2：幅広い箇所を改良する
　上級者は問題が発生したときに，1箇所だけを改良するのではなく，様々な部分を改良していました (例
えば，ロボットがうまくカーブできないときに，プログラムを改良するだけでなく，タイヤやモータの位
置を変更したり，ロボットの左右のバランス調整を行う，など)．

特徴 3：動いたら完成！ではない
　上級者はロボットが計画通りに動くようになった後も，よりスムーズに，より確実に動くことを目指し
てさらに改良を行っていました (おもにロボットの軽量化や分解しやすい部分の補強，プログラムの効率
化などを行っていました)．

みなさんも上記の点を参考に上級者を目指しましょう．


